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高 冷 地 に 於 け る 灌 漑 に 關 す る 研 究

小 林 満

Study on the Irrigation in the Cooler Region of High Elevation

Mitulu. Kobayasi

l, 緒 言

高冷地に於けろ桔作が暖地の稽作に此して菊象的語族件に左右されること甚 しく,就中気温と水温と

がその主要なる制限因子であることは言を保たない｡而して前者の晃淀に関 しては苗代期間の油紙被覆

とか防風精の設置等が考慮されているが一般にこれを人為的に制御することは難かしく,又後者の水注

に就いても,その低温障害を軽減すべ く温水溜池,三重廻水路,ぬるみ等の如く用水を水源より直ちに田

区内に導入せず,太陽熱0)吸収により昇温せしめた後に凄概する方策,或は床矧 こよる湊透防止用水節

約などの施策が撃けられ,その摂能や適性規模の研究が行われているO然し高冷地稲作に於ては水椙の_EL=.

理的要求に少しでも合致せんが創こ濯瀧方法そのものも軽視出釆ぬものではなかろうかと考えられる｡

即ち連投潜恕(掛流し)か間断潅麿(止め水)か,又湛水の深さは如何程にすべきであるか等を検討して

みろことも意義あることと信じ,こ1にその冥験観･LRIJr結果の一部を発表し批判を仰ぐ次第である｡

2.塩 水時刻による水田水温

九 州等の攻鞄に於ては掛け流 し濯瀧の方が止め水遭敵より良好な成績を示すこともあるが,高冷地に

於ては水口の苛立不稔防止の上から低温なる用水の掛流しは不可にして止め水潅概の絶封的なことは英

語せられており,問題は寧ろその止め水の時刻であると思考せられる｡筆者はこの目的により高冷地水

田の湛水時刻の相違による水口より水尻にかけての水温変化の実態を,日本アルプス白馬岳東山茂長野

斬北安曇郡北城村細野部落の水田に於て調査麓測 した｡

此盤は標高72O米～750米,白馬岳よりの極めて低温なる雪融水を濯翫水源に仰ぎ,然も途中にて発電

用水に利開され トンネ,Lを通過する結果,夏季に於てすら早朝は100Cに達すること稀であり,重問の最

高水温も辛じて12oCを越す程度である｡故に-田区全体に亘って水帯を栽積すること能わず,水口近 く

の数坪は稗,次に黒しけ,更に数十坪に早_Fi:_の赤倉,而して竣りの部分に信濃括3班或は 陸羽132既か

農林17抗を栽植する等数品種にわたる状態である｡農民自体 も潅水に大いに意を用い揖流し濯歌は行わ

ず,専ら間断荘概を行い,なるべ く早朝短時間に湛水することを望んでいるが.実際には配水関係の都

合で希望通りには出釆ない現状である｡

観測は晴天の日を選び,第-回は8月3日より4日に,第二回は8月8日より9日にかけて面積約八畝位の

隣接せる4枚の水田 A,13,C,Dに於で,A水田は朝6時に潅水停止,B水田は8葦に,C水田は12時に
D水川は16時に泣71(停止をなし,濯水停止後2時間置きに翌朝まで水口より A l,A2,A3,A4,Bl,

B2,B3,B4･-･･･と各品種の境界及び田直の隈の水窪を測定した｡これ等の結果は第-衣,第二表及び

附固第-園一第八園の示す如くである｡

潅水直後は当然水口より水尻にかけて温度の開きがあるが,A水田に於ては6時間後の12時,B水田

に於てらLi時間後の14時にその開きは大暑なくなり,夜の20等及び翌朝L;時には殆ど差を認め難い｡然

し12時に潅水停止のC水田と16時に蒋水停止せるD水田に於ては,その開きは少しは小さくなるが依然
として残っている｡問題は水宿の栽怯されている境界のA31,B3の水温が斯ろ低温の用水を潅放せる後

何時問にして如何なる昇塩をなすかにあり,A3に於ては3時間後の9詩には20C(,'を越え,B3は 第-回観

測に於ては4時間後の12時遇に,第2LrHj観測に於ては 2時間牛後に20〇Cに達しているG-･方C3に於ては午

前中の湛水が昇過 している所へ冷水が潅水される関係上 第一回で捻影響なく,第二回に於ても200(,1を
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(附表)第一表 長野県北安曇郡北城柑 (白馬岳麓)細野

潅 水 時 刻 別 水 田 水 温 配 則 表 (I)

8月 3日 !8月 4日

fi時l:'
日 時

10 E1_0ill11fiilS L'O‡()l.S 備 考

越すに左程時間を要 していない｡勿論以上の変化は湛水の深浅に大いに左右 され,又日射量及び気湿の

影響 も大であり今回の観測のみでは結論的なものは得 られないが,温水溜地等の濯概水温上昇凝設がな

く用水の低温である時には早朝潅水が良き効果を輿えるので紘ないか と思慮せ られる0

■

3. 溝水深の差異による水温並に地温

一日の嘉温賛美が甚 しい高冷地に於ては湛水深の差異が蓋問の吸熱昇温及び夜間の放熱温度降下の上

に如何程影響するかを取捌 してみた｡場所捻信州大学農学部構内の水田にして標高770m,よく鳴き固め
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第二表 潅 水 時 刻 別 水 田 水 温 観 測 表 (Ⅰ)
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た巾2尺の畦畔に囲まれた3間zF方の正方形の田区41埠を田の字形に並べ,温水田で20oC程度に透した同

一温良の用水を潅水出奔ろ様にし,6月16日に農林17号定1株3本で一尺間隔の正降格をなした｡観測Elは特

に定めず 7日乃至10日に一札 各田区の湛水環をlSCm,8cm,12Cln,15cmと異ならしめ,各田区の中

央に設けた曲管悲嘆計により,水温,地表泣,-5cm,-loom,-20cmの地中温度,及び傍に在る石

英画により気温を2時間置きに一重夜連枝観測を行った｡観測終了後は各円区共同-湛水深とし女の侃

則0)始め0)水温,地温に差の少い桟にしたoこの賃金TEL三育期間にわたる湛水深の差異が水栓31の生育並に

収量に及はす実験は今回は出来なかった｡

さて湛水発の差異により当然水窪.朝 恩に相異を_tl三するが,これが水椙の塁葉の繋げる地上部の気温

にも-i-=,4gもたらすであろうかを一膝アスマン通風寒喋計により測定したが,接水気暦10cm位まではloC

以内の差はあってもそれ以上の気管には差は認められす地上部の役気象には湛水深は影響 しないものと

考えられるO又湛水淀の差異により水温,地温の変化の一日の平均温度が影響されるであろうかを各観

測結果より推計学的検定を行ってみたが有意性は全 く認められなかった.故に湛水深の熱効果は温度硬
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第三表 水 温 ･地 温 変 化 表 (夕刻濯水)
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第四表 水 温 ･地 温 変 化 表 (早朝瀧水)
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差にこそ重要性を持つものと思われろ
o観
測結果の中より二つの例として夕刻潅水せる場合と早朝潅水

せる場合の水温地通の一日撃化を第3表,
第4表に招け,
それを園示したのが第9園と第8国であるC

一見して判る如く蔑水にする程額差は大になり塁間の昇温も大であるが,
夜間の濃度降下もまた大であ

るG
湛水潔をx軸に安芸をy軸にとれば大体双曲線的な関係にある枝である｡又較差は晃温0)ヨ
較差が

大なる程大となり
,
水温が最も較差大きく地表から地下へと順次減少する等のことは云うまでもない.
然しこ1で考慮すべきは前蓮の如く一日の平均洩度に見るべき差がなくとも,
戟差の大小,
及び最低温

度が作物の生理の上に於てその日の最高温度によって果して補い得て障害を輿えないも0)であろうかと

云うことである｡
或は寧ろ適当な捜皮較差のある方が籾と藁収量との比をよくする2割こ望ましい0)では
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ないか等,これらの点が今後追求さるべきであろ

う｡
殊に従来の水温と水椙生育の関係の研究が恒温

に保った云わば静的なものであったのに反し,こ

れを一日の温度較差のある動的な週期的撃化の場

育,最低温度の程度較差の振幅の程度が検討され

るべきであろうと考えられる.勿論湛水深の問題

は湿度的熱効果の面よりのみ論すべきでなく,檎

付直後の苗の保護,無効分集の抑制,積学期の水

の量,雑草の繁茂等色々の保件が附隠して乗るの

であるが,今回は高冷地水田の温度変化のみにと

どめた次第であるC

4.あ と が き

本調査研究は文部省科学試験研究費 ｢藩政水

温上昇施設に関する研究｣の一部を充てて行っ

たものであり,観測に協力を頂いた長野,%白馬

高校小野教官並に現在北海道新得高校中原教官

に対し,又終始御指導を賜った東大農学部秋葉

教授に対し深甚の謝意を表する次第である｡
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